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我々はこれまでに、放射線測定スペクトルが複数の核種スペクトルの線形和で表せるという原理を用い

たスペクトル定量法（SDM 法）[1]を開発したが、測定試料中の核種間の濃度レベルの差が大きい場合、低

濃度核種の定量精度が悪くなることが有効性の検証の中で分かっている。本発表では、SDM 法の精度向上

に資する化学分離スキームの検討結果について報告する。 
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1. 緒言 

放射能分析における化学分離では、基本的に測定の妨害となる核種を取り除き、目的の核種を単離する

ことが求められるが、SDM 法による測定では共存する核種の濃度差が 100 倍以内であれば、10 種程度の核

種において±20%以内の定量精度を実現できることが分かっている。一方で、対象とする燃料デブリ中の

中重領域放射性核種 (40 核種) は放射能比として最大で 108の開きが想定されることから、目的元素の単離

ではなく、濃度差が近い元素ごとにフラクションに分けるという、これまでとは全く異なった化学分離の

アプローチが必要である。 

 

2. 実験と解析 

SDM 解析の対象となる 28 元素 (40 核種) のうち、H-3, Kr-85, Pm-147, Pm-146, Tc-99 を除く入手可能な

24 元素について、10 種類の分離法〈リンモリブデン酸アンモニウムへの吸着、炭酸塩沈殿、水酸化物沈殿 

(NaOH, NH3)、Sr レジン、Ni レジン、硫化物沈殿 (酸性、塩基性条件)、RE レジン、MetaSEP Analig TE-05 〉 

における回収率を測定した。実験で求めた回収率 (入手困難な核種については文献値) をもとに SDM 法の

精度向上に資する最適な化学分離スキームを検討した。β線及びγ線のエネルギーが近い核種同士はお互

いに干渉するため、可能な限り別のフラクションに存在するようにした。 

 

3. 結果と結論 

SDM 解析の対象となる 40 核種について、7 つの分離法を経由し 10 フラクションへ分離することで、ほ

ぼ全ての核種について濃度差 100倍以内を達成し、10%オーダーの定量精度が期待できることがわかった。

複数核種を同時定量することにより、経由する分離法及びフラクション数を大幅に削減し、作業を簡略化

できることがわかった。 
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